
令和３年度 武蔵野市立関前南小学校  学校経営計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教  育  目  標  
人間尊重の教育を基盤として、心身ともにたくましく、情操豊かで創造力に富み、生涯にわたって自己陶冶をめざす児童を育成する。さらに、進ん

で国際社会に参加、協力できる能力と態度を培う。自らの人生を切り拓き、多様な他者と協働してよりより未来の創り手となる児童を育成する。 

◎ しっかり考える子ども【重点目標】    〇 すなおでやさしい子ども    〇 元気な子ども 

武蔵野市学校教育計画 
『自ら人生を切り拓き、多様な他者と協働して 
      よりよい未来の創り手となる力を育む』 

 

〇 これからの時代に求められる資質・能力を育む教育 

〇 自信を高め意欲を育む教育 

〇 多様性を生かす教育 

〇 学校・家庭・地域が相互に連携、協働した教育 

これからの社会で必要な力 
 
・ＡＩを活用し、ＩＣＴ機器を使いこなす力 
・感染予防が日常化した新しい生活様式で生活する力 
・国際的な感覚をもち、より広い視野で考える力 
・答えのない、未知の課題に立ち向かい解決し導く力 
・自己表現、他者理解など、他者とかかわる力 
・万一の災害に備え、自分の身を自分で守る力 

学校経営の基本方針  
『また明日、行きたくなる学校』を目指して 

 

◇ 分かり合い、学び合う子どもを育てる学校 

◇ 将来につながる成長ができる学校 

◇ 親しみのある、安心感のもてる学校 

◇ 地域の中にある、地域とともに歩む学校 

・明朗快活で安定した心をもち、心身ともに健康でいる教職員 
・連携に富んだ、思いやりのある教職員 
・研修に励み、深く考え、指導力を高める教員 
・教育公務員としての自覚をもち、服務を厳正する教員 

・自己の将来に向け、基礎的な学力と学びに向かう力をもった児童 
・かかわりを通して自己を表現し、他者の理解を深める児童 
・他を思いやるとともに、自己を肯定できる児童 
・自分の身を自分で守ることのできる児童 
 

特別支援教育 
・特別支援教育コーディネーターを中心とした
校内体制の充実 
・専門家スタッフや関係諸機関と連携した 
児童理解と指導・支援 

「開かれた学校」づくり 
・教育活動の多面的な情報発信 
・保護者・地域の考え・意見の受信機会の充実 
・地域とともにある教育活動の推進 

(子ども花火大会・地域運動会・どんど焼き) 

特色ある教育活動の推進 
・「武蔵野市民科」の充実 
・ICTの日常的な利活用 
・学校図書館の活用 
・本校ならではの特徴を生かした教育活動の推進 

(関前場所・吹奏楽クラブ) 

「しっかり考える子ども」を目指して 
・教科横断的な視点に立った 
組織的・計画的な教育活動の質の向上 
・言語活動の充実 
・主体的・対話的で深い学びの実践 
・個に応じた指導の充実 
・今の自分を見つめ直し 
キャリア・パスポートを活用した将来への意識付け 
・国際社会への視野を広げる 
外国語・外国語活動の推進  
・地域を生かした総合的な学習の時間の充実  

「すなおでやさしい子ども」を目指して 
・挨拶を通した互いに認め合い尊重し合う関係の構築 
・「関前スタンダード」「関前南小学校の約束」の活用 
・道徳教育の充実と人権尊重教育の推進 
・よりよい地域づくりに参加する意識醸成 
・異学年交流を通した人間関係と他を思いやる心情の育成 
・家庭・地域と連携した好ましい人間関係の育成 
・個を大切にした生活指導の推進 

「元気な子ども」を目指して 
・日常的な運動の場の充実 
・生涯を健康で安全に過ごすための素地の醸成 
・食育および健康教育の充実 


